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　文化財保存活用地域計画は、市町村における文化財の保存と活用に関する総合的な法定計画です。市町村の総
合計画の下に体系づけられ、文化財保護行政の中・長期の方向性を示すマスタープランと短期に実施する具体的
な事業を記載するアクションプラン、両方の役割を担います。地域の歴史や文化にまつわるコンテクストに沿って
多様な文化財を俯瞰し、総合的・一体的に保存・活用することにより、地域の特徴をいかした地域振興に資すると
ともに、確実な文化財の継承につなげることができます。
　この計画を作成・実施することにより、住民・民間団体・文化財部局・庁内関係部局などが地域総がかりで文化
財を守り、いかし、伝える体制の構築を図り、文化財の存続につなげていくことが期待されています。
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　歴史文化の特徴に基づき関連文化財群や文化財保存活用区域を設定することによって、域内に散在してい 
る文化財を俯瞰した保存と活用のプランニングが可能になります。まちの将来像の実現に向けて歴史的・文化
的・地域的な関連性やテーマによりまとまりとして捉えた文化財群、文化財が集積しているエリアとその周辺 
環境を面的に捉えた区域を設定し、歴史文化をいかした文化財の総合的・一体的な保存と活用につなげましょう。

　地域に固有の風土の下、先人によって生み育まれ、 
時には変容しながら現代まで伝えられてきた知恵・経験・
活動等の成果及びそれらが存在する環境を総体的に把握
した概念。地域の歴史や文化にまつわるコンテクスト。
歴史文化の特徴は、地域らしさ、地域の特徴をあらわす。



　都道府県の文化財保存活用大綱や市町村の総合計画などを勘案し、歴史文化や地域の実状を踏まえた上で文化財 
保護行政として、まちの将来像を描きましょう。その実現に向けて、まちが抱える課題を見出し、文化財を総合的・
一体的に把握する方法も用いながら、ロードマップとなる中・長期の方向性を定め、方針をたてることが必要です。
その上で、住民や民間団体、関係部局などと連携をはかり、計画期間内に実施していく措置の具体的な内容を記載
します。措置については、円滑かつ確実な実施のため主体やスケジュールの明示が求められます。また、措置数が
多い場合、重点事業を設定するなど優先順位をつけることも有効です。


